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     会   計 

                       大  嶽  藤  一 

 

 遠征隊の経費はその登山隊の性格によって大きく変って来る。逆にその登山隊の経 

費を見れば登山隊のおおよその性格を知ることができるだろう。ここインド、ヒマチ 

ャル・プラディシュの山々はその山容、気候、山の大きさなどから登山そのものに要 

する経費は全体の費用から見て、けして多いものではない。それに通常、日本で使用 

しているものが流用可能であることによっても、さらにその費用を少なくすることが 

できる。だから山麓、都会、渡航費用がその大部分を占めることは出発時点でも容易 

に推測することが出来た。しかし予算は大ざっぱに立てることは可能であっても、現 

地での諸物価を良く知らずして組むことにには少ない予算で行こうとする隊には、や 

はり不安を残すことになる。このことを考えて出来る限り滞在した都市での調査に心 

がけたが、思っていた半分も実現できなかった。「現地価格表」と合わせて參考に供 

したい。 

 

    収 人  3,982,113円 

    支 出  3､982,113円 

 

 収入内訳 

個 人 負 担 1,800,000 円 

大学関係援助  895,000 円 

学内カンパ  224,128 円 

一般会社寄付  50,000 円 

ＯＢ会カンパ  975,500 円 

そ  の  他   37,485円 

合     計  3,982,113 円 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 訳 予  算（円） 支  出（円） 比率（侈） 

国 内 費 
国 外 費 

２，５８０，０００ 

１，４８０，０００ 

２，８１４，８６６ 

１，１６７，２４７ 

７ ０．７ 

２ ９．３ 

合   計 ４，０６０，０００ ３，９８２，１１３ １ ０ ０．０ 
支  出 

国    内    費 予  算（円） 支  出（円） 比率（％） 

往  復  渡  航  費 

保         険 

装    備    費 

食    糧    費 

医    薬    品 

隊  荷  輸  送  費 

事    務    費 

諸   手   続  費 

通    信    費 

報    告    書 

記  録  関  係  費 

計    画    書 

土         産 

雑         費 

予    備    費 

１，０８０,０００ 

   ２２０,０００ 

   ３００,０００ 

  １００,０００ 

    ２０,０００ 

   ２５０,０００ 

     ５０,０００ 

   １３０,０００ 

     ２０,０００ 

    ２００,０００ 

    １００,０００ 

      ３０,０００ 

      ２０,０００ 

      １０,０００ 

      ５０,０００ 

９００,０００ 

２３５，１６３ 

２９４，５０６ 

 ９７，８６７ 

 １４，２２０ 

 １５７，０４８ 

 ２ ５，９１３ 

 １４２，０８６ 

 １１６，２８１ 

 ５００，０００ 

 ２２５，３８６ 

 ３ ８，５７６ 

 ５ ２，２５０ 

 １５，５７０ 

／ 

３ １．９ 

  ８．３ 

１０．４ 

 ３．４ 

 ０．５ 

 ５．５ 

 ０．９ 

 ５．０ 

 ４．１ 

１７．７ 

 ８．０ 

 １．３ 

 １．８ 

 ０．５ 

／ 

合         計 ２，５８０，０００ ２,８ １ ４，８６６ １００．０ 

 

国    外    費   予 算（円） 支出（Rs） 支 出（円） 比率（％） 

装    備    費 

食    糧    費 

通   関  雑  費 

交    通    費 

輸 送 費 (インド内) 

〃  （インド～日本） 

ポ ー  タ  ー 費 

ｼ  ｪ  ﾉﾚ ﾉﾍﾞ 費 

通    信    費 

都市滞在（ホテル） 

〃  （食 事） 

〃  （タクシー） 

〃  （その他） 

通 訳 雇 用 費 

先 発 隊 員 費 

雑         費 

予    備    費 

１５,０００ 

１６５,０００ 

２０,０００ 

５０,０００ 

８０,０００ 

１５０,０００ 

１２２,０００ 

１４８,０００ 

５ ０,０００ 

 

 

２００,０００ 

 

０ 

２３０,０００ 

５０,０００ 

２００,０００ 

６０７．８ 

２１３２．６ 

１８８．０ 

７２１．０ 

１５２０．０ 

２２９６．１ 

１２７５．０ 

２０１６．８ 

３７５．２ 

３７４６．０ 

３０７１．６ 

１７１３．０ 

８３４．０ 

２５２８．０ 

４８７７．８ 

５６６．２ 

／ 

２４,９１９ 

８７,４３６ 

７,７０８ 

２９,５８９ 

６２,３２０ 

９４,１３８ 

５２,２７５ 

８２,６８６ 

１５,３８１ 

１５３,５８６ 

１２５,９３３ 

７０,２３０ 

３４,１９５ 

１０３,６４８ 

１９９,９８８ 

２３,２１５ 

／ 

2.1 

7.4 

0.6 

2.5 

5.3 

8.0 

4.4 

7.0 

1.3 

13.1 

10.7 

6.0 

2.9 

8.8 

17.1 

1.9 

/ 

合         計 １,４８０,０００  １,１６７,２４７ １００．０ 
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   支出について 

  （Ｉ）国内費 

  （１）往復渡航費 

予算立案に当っては、東京～デリー問往復の通常運賃を參考にした。グラフを見ても 

分かる様に、やはり一番大きな出費となっている。それだけに、この渡航費は 10％違 

ってもその絶対額は大きくなる。この航空運賃は色々な割引きがあるから、良く研究 

すると安くなる。また旅行代理店も今は数多くあり、それだけに過当競争が激しく、 

我々には好材料である。一番安くなるのはチャーターだが、これを遠征隊で望むのは 

不可能であるが、そういった団体に交渉して、行きか帰りかだけでも一緒になっても 

良い。また 15人以上集まれば１ヶ月以内なら 50％割引きがあるが、これは１ヶ月とい 

う期限が切られており、難しい。しかしある程度人数がまとまれば２～３割は引いて 

いる様である。色々な代理店や航空会社と時間をかけて掛け合うことである。 

 東京～デリー～東京 252､400 円 

  （２）保険 

 これは当初、国内 20万、国外２万となっていた。隊員は国内で支払い、ＬＯ用は 

国外で支払う予定であったが為である。しかしインドでは登山行為には保険がかけら 

れず、結局ＬＯ用も日本に電報を打ち、日本で保険を掛けた。 

 当初、日本でも登山行為に保険を掛けることが難しく（パンフレットに危険行為と 

して、載っていても、実際には扱ってくれなかった。）単に海外旅行の保険だけにし 

ようと考えたが、努力のかいがあり、日本火災海上保険で掛けることが出来た。しか 

し資料を參照されての通り、危険行為に対する保険金は大変高い。海外旅行保険だけ 

ならかなり安くなる。またシェルパ、ポーターには掛けなかったが、これらについて 

は、インドで掛けられないとすると、彼等にも保険をかけることは難しいであろう。 

・危険行為に対する保険金 

  死亡保障 保険金に対し 3.2％ （但し保険期間１年） 

  治療保障   〃   4,0％ （    〃   ） 

   以上のものは保険期間が 1年未満のものは日割計算になるが 44％以下にならな 

   い。 

・一般海外旅行傷害保険掛金 

  疾病死亡  保険金 100 万円に対し 127。円（但し 21才～30才、３ヶ月） 

  死亡、治療等 死亡保険額100 万円、治療実費150 万円まで 4428 円（３ヶ月） 

  疾病入院費保険料 一日当り 7200 円、入院雑費 72000 円限度、7812 円（３ヶ月） 
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  （３）装備費 

 現在ＯＢ会や山岳部にある物は使用する方針であったが、現役部員も合宿等があり 

ホエーブス、ＢＣ用夏天等を購入した。また個人装備は一切個人負担とし、ここには 

入っていない。ＬＯ用装備は、アイゼン、ピッケル、登山靴等はマナリの登山学校で 

借用することにして、おもに衣類等を日本から持參した。 

  （４）食糧・医薬品費 

 これらも出来る限りメーカーより寄付を仰いだ。食糧では登山用食品（アルフア 

米・ジフィーズ等は遠征隊等に寄付すると売るところが無くなってしまう為に、寄付 

はなく購入した。それ以外は少量の嗜好品を購入している。 

 医薬品については器具等は少量なので購入し、又特殊な薬（抗マラリヤ剤等）を購 

入した以外は、ほとんどが寄付である為に、かなり安い出費に止っている。もし全部 

購入したら、大変な額になっているであろう。 

  （５）隊荷輸送費 

 これは装備、食糧等を日本からインドヘの航空輸送費である。スポーツ用品はアナ 

カンパニード・バゲッジ扱いが出来る。これは運賃が約半額になるので大いに利用す 

ることである。厳密にはこれに入らないものもあるが、それは代理店や航空会社との 

交渉でやってもらえる。我々の場合には全部これで送ることが出来た。またこの輸送 

費には代理店の手数料が含まれている。 

   東京～デリー１kgにつき 458 円（但しアナカンパニード・バゲッジ扱い。） 

   通関手続手数料 1600 円 

   出入庫 手数料 800 円 

   取 扱 手数量 1000 円 

   ピック・アップ 4000 円 

   地 上 運 送 料 2500 円 

  （６）事務費 

 これは特に説明の必要はないだろう。そのほとんどがコピー代と紙代であった。 

  （７）諸手続費 

 詳細は次ページを見ていただきたい。尚表中、代理店の手数料は普通、航空運賃の 

７％が、航空会社より支払われるので、普通は取られないが我々は特殊な航空運賃の 

為に１人１万円をとられているが我々の場合にはビザ等の問題で代理店は全然役に立 

たず、むしろ自力でやった方が良かった。 

   パスポート印紙代 6000 円（但し数次渡航） 
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   予防注射 種痘、コレラ  1000 円 

        破傷風     1000 円 

        インフレエンザ 1000 円 

        腸パラチフス  1000 円 

        カンマグロブリン 5000 円 

   インドビザ発行代      762 円 

  （８）通信費 

 これは予算を大きくオーバーした一つであるが、この最大の原因は、何回もの国際 

電話、電報代による。これは先発隊員との連絡で、もし東京で許可が手に入れば、半 

額位になろう。又寄付をいただいた会社等への各連絡費も計画書や報告書等の様なも 

のは多額になる。ちなみに国際電話代（東京で支払ったもののみ）は約 64000 円であ 

った。 

  国際電話 一通話（３分）3045 円 

  国際電報 １ワード 132円 

  （９）報告書費用費 

  （10）記録関係費 

 たて続けで気が重いが、これも予算を大きくオーバーしている。この最大の原因は 

カラーネガのプリント料である。スライドは現像してしまえば終りであるが、ネガは 

そうはいかない。また約 100 枚のモノクロ全紙（これは全部自分たちでやった）代も 

約七万かかっている。 

  （11）計画書費用 

 これはタイプ印刷６ページの計画書と英文計画書のゼロックス代である。我々はこ 

の英文計画書を三回程出しているのでこのゼロックス代が馬鹿にならない。 

  （12）土産代 

 これはインドでお世話になった人々への土産代であるが、これには先発隊員がイン 

ド人に頼まれて持參した、カセット付ラジオも含まれている。この分はその他の収入 

に繰り入れてあるので実際のこの土産費は約半分である。 

 余談になるが、ワンタッチ傘、折りたたみ傘はインドになく、ちょっとした土産に 

良い、又百円の使い捨てのガスライターも大変良い、これは登山中も低い所でなら使 

用出来るし、インドにはガスライターがないので、やると喜ぶ、我々は 30本位持參し 

たが 50本以上欲しかった。 
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  （Ⅱ）国外費 

  （１）装備、食糧費 

 詳しくは、それぞれの項を參照していただきたい。我々は装備、食糧共、日本か 

らの持参量が多かった。我々の想像以上にインドで手に入るものがあった。それ故も 

しインドでの購入をふやせば、これは少し増加するだろう。ただ食糧についてはビス 

ケットや米が相当余っており、これ以上になることは無いかも知れない。 

  （２）通関雑費 

 これは税関でのポーター代、その他手数料、荷物保管料である。 

 荷物保管料一個当り（大きさ、重さには関係ない）１日１ルピー（但し到着後７日 

   までは無料） 

  （３）交通費 

 ニューデリー市内でのタクシー代等や市内交通費は入っていない。これは都市滞在 

に入っている為である。デリー～デリーまでの隊員、ＬＯ、シェルパ（シェルパはマ 

ナリ～マナリ）のバス、汽車代である。 

  デリー～シムラ    24. 5 ルピー（デラックス・バス但し１人分） 

  シムラ～マナリ    16.8 〃 （オーディナリー・バス 〃 ） 

  マナリ～ケロッ    12.2 〃 （      〃      ） 

  ケロッ～ティロット   4.3 〃 （      〃      ） 

  マナリ～マッデイ    8.6 〃 （      〃      ） 

  マンディ～チャンディガー11 〃 （      〃      ） 

  チャンディガー～デリー 34 〃 （ 鉄道・コンパートメント ） 

  （４）輸送費 

 国内とはインド内での隊荷輸送費で、空港～デリ一間はチャーターした小型トラッ 

ク、デリー～マナリ間はやはりチャーターした大型トラック、マナリ～ケロン間は小麦 

粉を輸送している大型トラックに便乗し、ケロン～カムリン間はトラクターである。 

尚帰途の輸送費は荷が少ない為に隊員と一緒にバスで輸送した。この時、車掌に見つ 

からなければ、何も取られないが、見つかり２～３人分位の運賃を取られた。これ 

は、交通費の方に含まれているので、ここには入っていない。 

 またチャンデイガー～デリ一間は汽車であったが、一等のコンパートメントであっ 

たので、室の中に全部の荷を入れることが出来た。結局帰途の輸送費は、これには全 

然入っていない。 

 国外とはインド～日本間の航空輸送費である。航空運賃のほかに代理店手数料が含 
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まれている。この手数料は日本の時の様に、税開手数量や地上運賃は取っていない、 

インドの旅行代理店に尋ねると、それはサービスするといっていた。 

  空港～デリー市内  小型トラック、チャター費…………40ルピー 

            （この小型トラックには500kg 位は積み込めるだろう。） 

  デリー～マナリ   大型トラック、チャーター費………12.0 ルピー 

            （この大型トラックは日本の８トン車位で我々の時はガラ 

            ガラであった。 

  マナリ～ケロン  大型トラック便乗 ｝……………………300 ルピー 

  ケロン～カムリン  トラクター 

   これはマナリからカムリンまでをマナリの米屋で契約した。 

  インド～日本 １kg当り（但しアナカン扱い）…………11.7 ルピー 

  インド代理店手数料（隊荷輸送のみ）………………………100 ルピー 

  （５）ポーター費 

 カムリン～無名峰ＢＣ間はミュールと呼ばれる馬を使用し、13頭で二日を用した。 

また帰途は半分の料金を払った。無名峰ＢＣ～ファブランＢＣまでは延べ三日でドン 

キーとポーターを使用したが、ドンキーは余り良くない。ファブランＢＣ～カムリン 

までは二日でポーターを使用した。 

  ミュール（一日） 10 ルピー  70kg（担荷量） 

  ドンキー（ 〃 ） 8ルピー  30kg（担荷量） 

  ポーター（ 〃 ） 12 ルピー  25kg（担荷量） 

  （６）シェルパ費 

 当初の計画ではコックとシェルパを分けていたが、マナリではコックとシェルパ 

の区別はなく、彼等は料理もすれば、荷も担ぐ、我々は色々な面で彼等の生活態度に 

学ぶところがあった。ダルマチャンドゥとワンギャルの二人を雇ったが、共に良く働’ 

き、二人のチームワークも良く、良いシェルパであった。個人装備を貸与すると、一 

日５ルピー程安くなるが、彼等はほとんど全部持っており、むしろ、個人装備を持っ 

て来させた方が彼等も喜ぶ。 

     １日 15 ルピー 但し 個人装備貸与 

     １日 20 ルピー 但し 個人装備なし 

     尚ヘッドランプだけはシェルパの分もあった方が良い、 

  （７）通信費 

 主に航空便代と二回の国際電話と二通の国際電報である。先発隊員が東京との連絡 
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に使用した通信費は、ここには含まれていない。これは先発隊員派遺費に含まれる。 

   インド～日本  葉書   0.75 ルピー       （速達代 0.7 ルピー） 

           封書   1.55 ルピー（10gまで）  （   〃    ） 

           国際電話 ３分まで54ルピー 

           国際電報  25Woｒd 16.7 ルピー 

 

  （８）都市滞在費 

 先発隊員派遣費も含めると実に国外予算の半分近い費用である。いかに都市滞在に 

費用がかかるということである。天幕で泊まらなかった所（カムリンの様なところ） 

は都市とは言えないが、分類の都合上、全部ここに入っている。また資料中マナリの 

宿泊費が安いのは、メイフラワー・ゲストハウスの主人である、ネギ氏が日本の登山 

隊を懇意にしてくれている為である。 

 ニューデリー ランジットホテル １日約50ルピー （朝食、サービス料を含む） 

        ユースホステル   〃約 25 〃  （  〃     〃  ） 

 シムラ             １日約25 〃  （  〃     〃  ） 

 クル               〃約 35 ”  （  〃     〃  ） 

 マナリ メイフラワーゲストハウス  〃約８ 〃  （朝食は含まず、 ”  ） 

 ケロッ 政府ゲストハウス      〃 ７ 〃  （  〃     〃  ） 

 タクシー  １ルピーから 0.1 ルピーごと 

 スクーター 0.5 〃   〃   〃 

  （９）通訳 

 当初通訳は考えていなかったが、手続をスムーズにする為に雇うことにした。これ 

は主に先発隊員と行動を共にしたが、本隊到着後もマナリまでは同行した。もし日本 

で許可が手に入ればインドではＩＭＦ等に挨拶する位なら雇う必要も無いだろう。し 

かし我々のサニーは非常に良くやってくれ、通訳以外のことでも色々と世話になり、 

友達となったことは何にもまして有意義であったと思う。もし予算に余裕があれば雇 

っておいた方が色々と便利である。ただサニー等は直接交渉するのと、旅行社を通す 

のではレートが違っている。我々は一日 40ルピーであったが、旅行社からの収入は一 

日 50～60ルピーだという。これに旅行社のマージンが入れば倍近い額になるだろ 

う。 

  （10）先発隊員派遣費 

 これは先発隊員の宿泊費、通信費、その他生活費の合計である。この期回は約 45日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０５ 

 

間であり、計画ではマナリまで行く予定であったが「ニューデリー通信」でも触れて 

             「ニューデリー一人ぼっち」 

いる様な事情でデリーを離れられず、市内交通費以外の交通費は使用していない。 


